
1 ／平成 29 年８月 1日広報いわてまちNo.698

2012[平成24]年2017[平成29]年

８No.698Iwate-machi  Monthly  Public  Relations  Paper

■主な記事■主な記事
● 道の駅「石神の丘」が15周年…２‐５㌻● 道の駅「石神の丘」が15周年…２‐５㌻
● 叙勲と警察協力章の受章者紹介…６㌻● 叙勲と警察協力章の受章者紹介…６㌻
● 全国大会に臨むスポーツ少年団…７㌻● 全国大会に臨むスポーツ少年団…７㌻
● 新たに農業委員を任命…８‐９㌻● 新たに農業委員を任命…８‐９㌻

甘甘くく楽楽しいしい夏夏のの思い出思い出
　夏の岩手町名物「ブルーベリー観光農園」に沼宮内保育所の
園児たちが来園。町自慢の特産品、ブルーベリーの摘み取り体
験を楽しみました。（７月 20日、千葉農園）
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　道の駅「石神の丘」では、開業以来さまざまな商品の開
発に携わってきました。町の特産野菜を活用した加工品や
お土産は来場者からの評判も上々。町独自の特産品として
道の駅や町の観光を支えています。今回、新発売となった
「岩手町恋する♡ブルーベリードロップ」、リニューアルさ
れた「ブルーベリーカレー」のほかに、現在販売されてい
る５つの商品を紹介します。

新発売「岩手町恋する♡ブルーベリードロップ」誕生
町特産のブルーベリーをふんだんに使った新商品町特産のブルーベリーをふんだんに使った新商品

ブルーベリーカレーも新パッケージで登場！

①②③④⑤

　

開
業
か
ら
15
年
を
迎
え
た
道
の

駅
「
石
神
の
丘
」
は
７
月
22
日
と

23
日
の
両
日
、
日
ご
ろ
の
感
謝
を

伝
え
る
開
業
記
念
感
謝
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。
旬
を
迎
え
た
町
の
特

産
野
菜
を
主
役
に
「
野
菜
づ
く
し

の
２
日
間
」
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
産
地
直
売
施

設
で
の
新
鮮
野
菜
の
販
売
や
キ
ャ

ベ
ツ
と
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫
体

験
、
採
れ
た
て
野
菜
の
試
食
販
売

の
ほ
か
、
郷
土
芸
能
の
発
表
や
吹

奏
楽
演
奏
な
ど
で
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
場
者
に
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
開
催
し
た
特

製
の
餅
配
付
や
小
学
生
以
下
限
定

の
野
菜
獲
得
じ
ゃ
ん
け
ん
な
ど
も

人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　

感
謝
祭
で
は
、
同
駅
の
ス
タ
ッ

フ
の
ほ
か
、
町
産
地
直
売
組
合
や

町
農
産
加
工
組
合
の
メ
ン
バ
ー
が

協
力
し
て
運
営
。
２
日
間
で
約

１
７
０
０
人
が
来
場
し
、
新
鮮
な

野
菜
の
魅
力
と
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

を
楽
し
み
ま
し
た
。

道
の
駅
が
開
業
15
周
年

日
ご
ろ
の
感
謝
を
形
に

わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
町
産

地
直
売
組
合
の
組
合
長
を
務
め
た

田
中
喜
一
さ
ん
（
58
）
＝
土
川
＝
、

菊
池
暢
子
さ
ん
（
49
）
＝
大
股
＝
、

町
農
産
加
工
組
合
の
組
合
長
を
務

め
た
山
本
佐
枝
子
さ
ん
（
65
）
＝

今
松
＝
に
民
部
田
幾
夫
町
長
が
感

謝
状
を
贈
呈
。
ま
た
、
道
の
駅

「
石
神
の
丘
」
を
支
え
る
両
組
合

に
も
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
で
民
部
田
町
長
は
「
関
係
者

の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
と
利
用
者
か

ら
の
多
く
の
ご
愛
顧
を
受
け
な
が

ら
15
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
に
感
謝
の
思
い
で
い
っ
ぱ

い
。
地
域
に
密
着
し
な
が
ら
先
導

的
な
取
り
組
み
を
続
け
る
道
の
駅

は
、
地
域
経
済
の
原
動
力
。
こ
の

15
周
年
を
契
機
に
未
来
に
向
か
っ

て
前
進
し
て
い
き
た
い
」
と
感
謝

の
思
い
を
語
り
、
未
来
へ
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

道
の
駅
「
石
神
の
丘
」
は
、
国

道
４
号
を
走
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休

憩
施
設
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
美

術
館
が
併
設
さ
れ
た
道
の
駅
と
し

て
町
の
観
光
や
情
報
発
信
に
大
き

く
貢
献
。
地
産
地
消
で
豊
富
な
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ

ン
「
石
神
の
丘
」
な
ど
も
多
く
の

利
用
者
に
愛
さ
れ
、
15
年
間
で
約

６
２
０
万
人
が
同
駅
を
利
用
し
て

い
ま
す
。

　

道
の
駅
の
開
業
15
周
年
に
合
わ

せ
て
、
町
の
特
産
品
の
１
つ
で
あ

る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
っ
た
「
岩

手
町
恋
す
る
♡
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ド

ロ
ッ
プ
」
が
新
発
売
。
こ
の
新
商

品
は
、
町
産
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
果

汁
を
使
用
し
て
作
ら
れ
た
キ
ャ
ン

デ
ィ
で
す
。
ま
た
、
町
産
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
が
入
っ
た
「
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
カ
レ
ー
」
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
販
売
開
始
。

２
つ
の
商
品
の
お
買
い
上
げ
第
１

号
と
な
っ
た
の
は
水
賀
美
幸さ

ほ穂
さ

ん（
８
）、裕
真
君（
６
）、恵け

い衣
ち
ゃ

ん（
５
）の
３
人
き
ょ
う
だ
い
。父
・

幸
裕
さ
ん
（
41
）
＝
細
沢
＝
と
買

町
の
新
た
な
お
土
産
に

新
商
品
を
発
表
・
発
売

い
物
に
来
て
い
た
３
人
は
、
笑
顔

で
新
商
品
を
手
に
し
ま
し
た
。
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
カ
レ
ー
を
試
食
し
た

幸
穂
さ
ん
は
「
甘
辛
く
て
お
い
し

い
」
と
笑
顔
。
ド
ロ
ッ
プ
を
口
に

し
た
恵
衣
ち
ゃ
ん
は
「
甘
く
て
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
味
が
お
い
し
い
」

と
話
し
、
裕
真
君
は
「
き
ょ
う
だ

い
で
仲
良
く
食
べ
た
い
で
す
」
と

新
商
品
を
手
に
入
れ
た
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

　
「
岩
手
町
恋
す
る
♡
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
ド
ロ
ッ
プ
」は
３
７
８
円（
税

込
み
）、「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
カ
レ
ー
」

は
５
９
４
円
（
税
込
み
）
で
販
売
。

２
つ
の
商
品
は
、
手
ご
ろ
な
価
格

と
コ
ン
パ
ク
ト
な
サ
イ
ズ
で
町
の

新
し
い
お
土
産
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

開
業
記
念
の
式
典
開
催

　

開
業
15
周
年
を
祝
う
記
念
式
典

は
22
日
、
石
神
の
丘
美
術
館
で
行

お買い上げ第１号の水賀美さん親子と民部田幾夫町長

①町産野菜を加工した「野菜パウダー」（515円）　②特産の長芋を①町産野菜を加工した「野菜パウダー」（515円）　②特産の長芋を
使った「石神長いもそば」（250㌘入り367円）　③キャベツを使っ使った「石神長いもそば」（250㌘入り367円）　③キャベツを使っ
た焼酎「キャベ酎」（720㍉㍑ 1,296円）　④生地にキャベツを練りた焼酎「キャベ酎」（720㍉㍑ 1,296円）　④生地にキャベツを練り
込んだ「岩手町キャベツまんじゅう」（９個入り648円）　⑤甘く爽込んだ「岩手町キャベツまんじゅう」（９個入り648円）　⑤甘く爽
やかな味わいの「岩手町キャベツドロップ」（378円）やかな味わいの「岩手町キャベツドロップ」（378円）
※価格は全て税込み※価格は全て税込み

①②③
①開業15周年記念式典に出席する来賓の皆さん　②開業15周年を迎えた道の駅「石神の丘」への思いと未来への決意を力強く述べる民部田幾夫町長
③記念式典で感謝状を受け取った左から菊池暢子さん、田中喜一さん、山本佐枝子さん

道の駅

開業15周年記念感謝祭
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町農産加工組合
田村 妙子さん（62）＝久保＝
町農産加工組合の組合長。「茶屋っこ」で
販売するそばをはじめ、さまざまな加工商
品で道の駅を支えている。

町産地直売組合
田村 弘幸さん（39）＝下浮島＝
町産地直売組合の組合長。道の駅開業当初
から野菜生産者として町産地直売組合を支
えている。

　組合のメンバーがまだ少なかった開業当初から、
さまざまな意見を出し合いながら意欲的に生産と
販売に取り組んできました。今の農業や世の中の
現状と同じく、組合の中でも高齢化が進んでいま
すが、次の世代に思いをしっかりつないで未来に
向かっていきたい。これからも生産者の顔が見え
ることで、食材に対する安心を感じてもらえる「産
直としての魅力」を伝えていきたいです。

夢中で過ぎ去った 15 年
未来に向けて新しい風を―
　道の駅の開業当初から振り返ってみると、無我
夢中で過ごしてきた 15 年でした。一年一年の積
み重ねでここまで続けられていると実感していま
す。組合のメンバーは減少していますが、互いに
協力し合いながら相乗効果を生み出していきたい
と思っています。15 周年を機に、新たな風を吹か
せながら、未来に向けた取り組みを続けていきた
いと思います。

生産者の顔が見える安心感
産地直売の魅力を伝えたい

人のつながりを大切に
伝えたい感謝の気持ち
　一年一年の積み重ねと人と人とのつながりで迎えるこ
とができた 15 周年、利用してくださる皆さんや普段か
ら頑張ってくれているスタッフに感謝の思いでいっぱい
です。これからも現状に満足することなく、日々変化す
る利用者のニーズに応えながらお客様への心遣いを忘れ
ずに、さまざまな世代に魅力を持ってもらえるレストラ
ンにしていきたいと思っています。

地域への感謝を伝えながら
次世代へ事業を継承していく
　道の駅は、地場産品を多く扱う施設。地域の皆さんに
支えられながら 15 周年を迎えることができました。こ
れからもスタッフや各組合と力を合わせて、来場者に満
足してもらえる営業を心掛けていきたいと思います。年
間 40 万人以上が来場するこの施設では、利用者を第一
に考え、満足してもらえる道の駅を目指してきました。
これまでの積み重ねを次世代にも継承していきます。

レストラン「石神の丘」
高間木 浩さん（49）＝一戸町＝
レストラン「石神の丘」の料理長。地元産の食材
にこだわり、充実したメニューを提供している。

道の駅「石神の丘」
八重樫 博さん（57）＝下愛宕下＝
道の駅「石神の丘」の支配人。道の駅の日常業務
はもちろん、季節ごとのイベントも手掛けている。

開業15周年を記念してイラストレーターTUGさんが製開業15周年を記念してイラストレーターTUGさんが製
作したガラスペイントとイベント運営スタッフの皆さん作したガラスペイントとイベント運営スタッフの皆さん
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全国大会に向け笑顔で練習に励む水堀・沼宮内ホッケースポーツ少年団。男女そろって全国の舞台での活躍が期待されています全国大会に向け笑顔で練習に励む水堀・沼宮内ホッケースポーツ少年団。男女そろって全国の舞台での活躍が期待されています

　

各
分
野
に
お
け
る
活
躍
と
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

町
内
の
２
人
が
叙
勲
を
受
章
、
１
人
に
警
察
協
力
章
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
章
し
た
皆
さ
ん
と
、
こ
れ
ま
で
の

功
績
を
紹
介
し
ま
す
。（
順
不
同
）

亀
か め い

井 良
よ し こ

子さん（88）＝駅前＝
【略歴】県企画調整部青少年婦人課長（昭和 57年
４月～昭和 59年３月）、県福祉部児童家庭課長（昭
和 59年４月～昭和 61年３月）などを歴任

瑞宝双光章瑞宝双光章
　

長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
亀

井
良
子
さ
ん
（
88
）
＝
駅
前
＝
に

叙
勲
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

24
年
４
月
か
ら
県
職
員
と
し
て
久

慈
高
教
諭
、
沼
宮
内
高
教
諭
、
平

舘
高
教
諭
、
盛
岡
二
高
指
導
主
事

な
ど
を
経
て
、
昭
和
55
年
４
月
、

県
婦
人
等
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
所

警
察
協
力
章

警
察
協
力
章

　

一
條
武
照
さ
ん
（
84
）
＝
柳
橋
＝

が
７
月
６
日
、
特
に
顕
著
な
功
労
が

認
め
ら
れ
、
警
察
庁
か
ら
贈
ら
れ
る

最
高
位
の
表
彰
で
あ
る
警
察
協
力
章

を
受
賞
し
ま
し
た
。
町
交
通
指
導
隊

員
と
し
て
、
昭
和
43
年
４
月
か
ら
平

成
22
年
３
月
ま
で
の
41
年
間
、
町
の

交
通
安
全
の
確
保
に
貢
献
し
ま
し

た
。
同
隊
で
は
、
平
成
12
年
か
ら
22

年
ま
で
の
10
年
間
、
交
通
指
導
隊
長

と
し
て
尽
力
。
同
隊
勇
退
後
は
、
町

交
通
安
全
協
会
会
長
に
就
任
し
て
現

在
に
至
る
ま
で
、
町
の
交
通
安
全
活

動
に
献
身
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

故 斎
さいとう

藤 佳
よ し お

男さん（62）＝秋浦＝
【略歴】町消防団第５分団長（平成27年４月～
平成29年３月）

瑞宝単光章瑞宝単光章
　

３
月
24
日
に
逝
去
さ
れ
た
前
町

消
防
団
第
５
分
団
長
の
故 
斎
藤

佳
男
さ
ん
（
62
）
＝
秋
浦
＝
に
叙

勲
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

斎
藤
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
12
月

に
町
消
防
団
に
入
団
以
来
、
平
成

29
年
３
月
ま
で
39
年
４
カ
月
の
長

き
に
わ
た
り
、
消
防
団
員
と
し
て

交
通
安
全
の
確
保
に
貢
献

警
察
庁
の
最
高
表
彰
受
賞

長
き
に
わ
た
る
消
防
活
動

安
全
安
心
の
確
保
に
尽
力

県
職
員
と
し
て
長
年
尽
力

児
童
福
祉
の
充
実
に
寄
与

長
に
着
任
。
当
時
の
女
性
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
の
変
化
に
伴
う
県
内

の
女
性
の
就
業
環
境
に
対
す
る
援

助
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
そ

の
後
も
、
県
企
画
調
整
部
青
少
年

婦
人
課
長
、
県
福
祉
部
児
童
家
庭

課
長
、
生
活
福
祉
部
参
事
の
職
を

全
う
し
な
が
ら
男
女
共
同
参
画
社

会
の
基
礎
を
築
き
、
女
性
の
社
会

参
加
や
児
童
福
祉
の
充
実
に
寄
与

し
ま
し
た
。

火
災
予
防
活
動
、
災
害
・
火
災
現

場
で
の
活
動
に
献
身
的
に
尽
力
。

ほ
か
の
団
員
の
見
本
と
な
る
姿
勢

で
町
の
消
防
団
活
動
を
支
え
ま
し

た
。

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
は
、
第
５

分
団
長
と
し
て
多
く
の
団
員
の
先

頭
に
立
ち
、
火
災
現
場
な
ど
で
指

揮
を
執
り
、
川
口
地
区
を
中
心
に

安
全
と
安
心
の
確
保
に
力
を
注
ぎ

ま
し
た
。

一い
ち
じ
ょ
う條 

武た
け
の
ぶ照

さ
ん
（
84
）
＝
柳
橋
＝

【
略
歴
】
町
交
通
指
導
隊
長
（
平
成
12

年
４
月
〜
平
成
22
年
３
月
）、
町
交
通

安
全
協
会
長
（
平
成
22
年
４
月
〜
）、

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
会
長

（
平
成
３
年
４
月
〜
）
な
ど
を
歴
任

日本一という目標に向かい、１人１人があいさつなど普段の生活から高い意識を持って鍛錬を重ねる岩手びっきぃ～ず日本一という目標に向かい、１人１人があいさつなど普段の生活から高い意識を持って鍛錬を重ねる岩手びっきぃ～ず

岩手びっきぃ～ず（バレーボール）と 水堀・沼宮内ホッケースポ少

悲願の日本一を目指して全国大会へ
　

町
で
は
９
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
活
動
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
心
身
の
健
全
な
成
長
と
競
技
力

の
向
上
、
友
情
と
協
調
性
を
育
む
た

め
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
町
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
今
年
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
岩
手
び
っ
き
ぃ
〜
ず
と
水

堀
・
沼
宮
内
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
男
女
が
全
国
大
会
の
出
場
権

を
獲
得
。
全
国
大
会
の
大
舞
台
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岩
手
び
っ
き
ぃ
〜
ず
は
、
予
選
か

ら
決
勝
ま
で
全
て
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち

で
県
大
会
を
制
覇
。
鍛
え
上
げ
た
自

慢
の
体
力
と
活
気
あ
ふ
れ
る
声
を
掛

け
合
う
抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
日

本
一
を
目
指
し
ま
す
。

　

水
堀
・
沼
宮
内
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
は
、
男
女
そ
ろ
っ
て
全
国

大
会
に
出
場
。
夏
の
炎
天
下
に
も
負

け
ず
練
習
に
取
り
組
む
同
少
年
団
の

選
手
た
ち
は
、
自
身
の
体
力
と
技
術

に
磨
き
を
か
け
て
全
国
の
頂
点
を
目

指
し
ま
す
。

　

岩
手
び
っ
き
ぃ
〜
ず
は
８
月
７
日

か
ら
東
京
都
を
主
会
場
に
行
わ
れ
る

全
国
大
会
に
、
水
堀
・
沼
宮
内
ホ
ッ

ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
８
月
４
日

か
ら
山
口
県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会

で
日
本
一
に
挑
み
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
か
け
る
情
熱

岩
手
か
ら
日
本
の
頂
点
へ
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新
し
い
町
の
農
業
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

道
みちのした

ノ下 喜
き よ し

代志（54）
＝日の神子＝

宮
み や て

手　正
まさはる

晴（67）
＝水無＝

久
く ぼ

保　晃
みつひこ

彦（63）
＝久保＝

白
しらはた

籏　康
や す お

夫（61）
＝芦田内＝

農業委員

細
ほ そ の

野　清
せいえつ

悦（63）
＝岩瀬張＝

中
なかぜき

関　康
こういち

一（59）
＝大渡＝

遠
えんどう

藤　文
ふ み お

雄（68）
＝久保＝

高
たかはし

橋　正
ま さ と

人（67）
＝上町＝

沢
さわむら

村　博
ひ ろ み

美（62）
＝水堀＝

遠
えんどう

藤　美
み え こ

江子（59）
＝下黒内＝

三
み う ら

浦　新
し ん ご

吾（51）
＝下鴫沢＝

三
み う ら

浦　松
ま つ お

夫（51）
＝太田＝

清
せいどう

藤　隆
た か お

夫（82）
＝豊岡＝

今
いままつ

松　一
かずひろ

広（54）
＝今松＝

佐
さ さ き

々木　金
か ね み

見（63）
＝上黒内＝

中
なかむら

村　重
しげのぶ

信（70）
＝江刈内＝

佐
さ さ き

々木　夏
な つ こ

子（58）
＝子九十＝

福
ふくうら

浦　昌
まさひろ

博（54）
＝落合＝

乙
おともない

茂内　丈
たけひさ

久（52）
＝犬袋＝

府
ふ が ね

金　秀
しゅういち

一（44）
＝新町＝

幅
はば

　清
せいいち

一（66）
＝日の神子＝

黒
くろさわ

沢　金
きんいち

一（80）
＝一方井＝

千
ち ば

葉　静
し ず こ

子（68）
＝境田＝

田
た な か

中　正
ま さ し

志（66）
＝下浮島＝

福
ふ く し

士　好
よ し こ

子（60）
＝小山沢＝

松
まつもと

本　良
りょうこ

子（63）
＝新田＝

農地利用最適化推進委員

　

町
は
７
月
20
日
、
任
期
満
了
に
伴
っ
て

新
た
に
10
人
の
農
業
委
員
を
任
命
し
ま
し

た
。「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
農
業
委
員

の
選
挙
が
廃
止
と
な
り
、
議
会
の
同
意
を

得
て
町
長
か
ら
任
命
を
受
け
た
農
業
委
員

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
新
委
員
に
よ
る
第
１
回
総
会
は

同
日
、
役
場
会
議
室
で
開
か
れ
、
委
員
の

互
選
に
よ
り
松
本
良
子
さ
ん
が
会
長
に
、

幅
清
一
さ
ん
が
会
長
職
務
代
理
者
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
新
委
員
の
任
期
は
２
０
２
０

年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
。
委
員
は
、

町
の
農
業
者
の
代
表
と
し
て
農
地
の
集
積

農
業
者
を
代
表
し
て
活
動

新
た
に
農
業
委
員
を
任
命

や
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解

消
、
農
業
へ
の
新
規
参
入
促
進
に
取
り
組

み
、
農
業
の
発
展
や
農
業
行
政
の
適
正
な

執
行
に
尽
力
し
ま
す
。

（敬称略）

（敬称略）

　

農
地
利
用
の
最
適
化
を
実
現
す
る
た

め
、
現
場
活
動
に
力
を
注
ぐ
町
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
は
７
月
20
日
、
16
人
が

農
業
委
員
会
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
ま
し

た
。
各
地
域
の
農
地
の
状
況
や
特
性
、
遊

休
農
地
の
現
状
を
調
査
し
な
が
ら
適
正
な

農
地
の
利
用
に
向
け
て
取
り
組
み
、
地
域

農
業
の
活
性
化
を
図
る
同
委
員
。
新
た
に

委
嘱
を
受
け
た
委
員
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。 農

業
の
未
来
へ
活
躍
を
期
待

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

①、②ブルーベリーを摘み取りながら笑顔を見せる沼宮内保育所の園児

Topics01

県
立
博
物
館
で
文
化
財
の
展
示

中
央
公
民
館
歴
史
講
座
で
訪
問

　

中
央
公
民
館
歴
史
講
座
は
７
月

23
日
、県
立
博
物
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
同
講
座
に
は
、約
20
人
が

参
加
。
学
芸
員
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
古
代
の
生
活
や
使
わ
れ
た
道

具
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

同
博
物
館
で
は
、企
画
展
と
し

て「
遮し
ゃ
こ
う
き

光
器
土
偶
の
世
界
」が
開
催

さ
れ
て
い
て
、町
の
豊
岡
遺
跡
で

発
見
さ
れ
た
岩
手
県
を
代
表
す
る

遮
光
器
土
偶
も
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
遮
光
器
土
偶
と
は
、縄
文
時

代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、眼
鏡（
遮

光
器
）を
か
け
た
よ
う
に
大
き
く

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
目
に
特
徴
が
あ

る
土
偶
。
本
企
画
展
で
は
、そ
の

土
偶
の
レ
プ
リ
カ
が
展
示
さ
れ
て

い
て
、手
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き

る
貴
重
な
機
会
に
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
、土
偶
の
構
造
を
そ
の
手
に

触
れ
て
学
び
ま
し
た
。
遮
光
器
土

偶
の
ほ
か
に
も
町
の
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
土
器
な
ど
が
合
計
６
点
展

示
さ
れ
て
い
る
今
回
の
企
画
展
。

８
月
20
日
ま
で
県
立
博
物
館
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
町
の
豊
岡
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遮
光

器
土
偶
を
見
学
す
る
参
加
者
の
皆
さ
ん

　

②
総
合
展
示
室
で
は
古
代
の
生
活
の

様
子
を
見
学

①

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線215］まで

１歳児健診に来てくれた
お子さんのかわいい笑顔
を紹介します。ベベ

イイビビ　
ーズズ

ススママイイルル

お子さんの紹介
な ま え（地区）
保護者から一言 将来の夢は物理学者

　「算数や理科が好き。物理学者になって、色々
な発見や勉強をしたい」と語る和希君は、数学や
理科のことをもっと知りたいと意欲をみせます。
休み時間には数学などの本を読んで過ごすことが
多いと話す和希君ですが、外で遊ぶのも大好き。
学校以外では、地元の郷土芸能「南山形さんさ踊
り」に参加したことがあります。休みの日には家
の掃除や畑仕事を手伝うという和希君。「この夏
は苦手な水泳を克服したい」と自分の目標に向
かって挑戦を続けます。

（川口小５年）（川口小５年）

No.336

中
な か は な

花 和
か ず き

希 君

いつか
どこかで

②

丹内翔夢さんの長男

丹
たんない

内 直
な お と

翔くん（黒石）

中村達嗣さんの次女

中
なかむら

村 心
あ ゆ

優ちゃん（江刈内）

宮本繁美さんの長女

宮
みやもと

本 千
ち な つ

夏ちゃん（石神）

いっぱい遊んで笑っ
て、元気に育ってね。

田中利春さんの長女

笑顔いっぱい、みん
なに優しい子に育っ
てね。

堀籠忍武さんの長男

堀
ほりごめ

籠 縁
えんゆう

優くん（上五日市）
たくさん食べて元気に
育ってね。

優しい子になってね。 優しい子に育ってね☆

① ②

　

沼
宮
内
保
育
所（
佐
藤
誠
子
所

長
、園
児
68
人
）は
７
月
20
日
、ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
観
光
農
園
で
の
摘
み

取
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
し

た
園
児
た
ち
は
、色
づ
き
熟
し
た

果
実
を
探
し
求
め
て
元
気
い
っ
ぱ

い
に
農
園
内
を
駆
け
回
り
な
が
ら

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
収
穫
。
旬
の

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
味
見
し
た
沢

瀬
莉り

り

は
々
來
ち
ゃ
ん
は「
ち
ょ
っ
と

す
っ
ぱ
い
け
ど
、甘
く
て
お
い
し

い
」と
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
ま

し
た
。

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
味
わ
い
な
が

ら
一
粒
一
粒
丁
寧
に
収
穫
し
て
、

パ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い
に
摘
み
取
っ

た
園
児
た
ち
は
、た
く
さ
ん
の
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
と
楽
し
い
思
い
出
を

手
に
入
れ
ま
し
た
。

　

町
の
特
産
品
で
あ
る
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
は
、加
工
用
の
出
荷
量
が
県

内
一
を
誇
る
わ
が
町
の
自
慢
の
農

産
物
の
一
つ
。
毎
年
７
月
、町
内

の
９
農
園
が
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
観
光

農
園
と
し
て
開
放
さ
れ
る
ほ
か
、

道
の
駅「
石
神
の
丘
」で
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
フ
ェ
ア
が
好
評
を
博
し
て

い
ま
す
。

田
た な か

中 寧
ね ね

音ちゃん（大森）

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

ひひととままちち

笑顔で楽しむ園児の思い出
ブルーベリー摘み取り体験

Ｔｏｐ
ｉｃｓ
02

No.331

全ての過去に感謝の気持ち

田
た む ら

村  喜
き し お

四男さん（89）=駅通＝
　川口の老人クラブや趣味の会など、地域の集まりに出掛けて楽しんでいる喜
四男さん。15 歳のころに現在の農業協同組合の前身にあたる産業組合で仕事
を始めてから、長年、地域に密着して働いてきました。「地域の皆さんにお世
話になって、仕事を続けてこられた。今でもいろんな人に声を掛けてもらえる
ことがうれしい」と笑う喜四男さんは、「人生では結いの気持ちや助け合いの
精神が大切。でもやっぱり第一は健康だね」と話します。「過去のさまざまな
ことが今、そして未来につながっている。全ての過去に感謝」とほほ笑む喜四
男さん。自身の深い人生観を優しく語ってくれました。
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沼
宮
内
高（
長
谷
川
昌
生
校
長
、生
徒

１
０
８
人
）は
７
月
14
日
、生
徒
会
執
行
部
の

メ
ン
バ
ー
ら
が
集
ま
っ
て
道
の
駅「
石
神
の

丘
」で
九
州
大
雨
被
害
に
対
す
る
義
援
金
募

金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
毎
年
、さ
ま
ざ
ま

な
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
る
同
高
生
徒
会
。

今
年
は
大
雨
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
地
域
を

支
援
す
る
こ
と
に
決
め
、募
金
活
動
を
実
施
。

参
加
し
た
山
本
颯そ

う
ま馬
さ
ん（
２
年
）は「
九
州

の
豪
雨
災
害
の
被
災
地
に
な
る
べ
く
早
く
届

け
た
い
」と
大
き
な
声
で
募
金
へ
の
協
力
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

○
沼
宮
内
高
生
徒
会

○
沼
宮
内
高
生
徒
会

大
暑さに負けずに大きな声で募金活動への協力を呼び掛ける参加者

縫
い
の
雑
巾
に
心
込
め

○
一
方
井
地
区
友
愛
活
動
実
行
委

○
一
方
井
地
区
友
愛
活
動
実
行
委

　

老
人
ク
ラ
ブ
と
公
民
館
が
中
心
と
な
っ
て

活
動
す
る
一
方
井
地
区
友
愛
活
動
実
行
委
員

会（
田
村
進
会
長
）は
、手
縫
い
の
雑
巾
を
一
方

井
小
、一
方
井
中
、一
方
井
保
育
所
に
贈
り
ま

し
た
。

　

一
方
井
小
へ
の
贈
呈
は
７
月
５
日
、同
校
の

校
長
室
で
行
わ
れ
、田
村
会
長
か
ら
児
童
に
雑

巾
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
雑
巾
を
受
け
取
っ

た
今
松
美
緒
さ
ん（
６
年
）は「
掃
除
の
時
間
に

大
切
に
使
い
た
い
。
き
れ
い
な
学
校
で
勉
強

で
き
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
」と
感
謝
の
思
い

を
伝
え
ま
し
た
。

手

雑巾を贈る田村進会長と受け取る遠藤頼世君と今松美緒さん

　

第
16
回
盛
岡
北
部
畜
産
共
進
会
は
６
月
25

日
、Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
種
子
セ
ン
タ
ー
前
特
設

会
場
で
行
わ
れ
、盛
岡
市
玉
山
地
域
、葛
巻

町
、岩
手
町
の
自
慢
の
牛
た
ち
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
、黒
毛
和
種
、日

本
短
角
種
の
３
部
門
で
牛
の
生
育
状
況
や
高

度
な
飼
養
管
理
技
術
の
審
査
を
実
施
。
畜
産

農
家
や
関
係
機
関
な
ど
、集
ま
っ
た
多
く
の

観
衆
の
皆
さ
ん
は
、出
品
者
が
手
塩
に
か
け

て
育
て
上
げ
た
自
慢
の
牛
た
ち
に
大
き
な
拍

手
を
送
り
、上
位
入
賞
を
た
た
え
て
い
ま
し

た
。

○
第
○
第
1616
回
盛
岡
北
部
畜
産
共
進
会

回
盛
岡
北
部
畜
産
共
進
会

自
手塩にかけて丁寧に飼養管理された牛が出品された共進会

▼2017.06.25

慢
の
牛
た
ち
晴
れ
舞
台

　

一
方
井
中（
後
藤
隆
信
校
長
、生
徒
56
人
）は

６
月
28
日
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
南

極
観
測
隊
と
の
中
継
授
業
を
行
い
、観
測
隊
の

仕
事
内
容
や
日
々
の
生
活
の
様
子
、南
極
や
地

球
の
環
境
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に
よ
る
特
別
授
業
で
は
、

同
校
の
生
徒
が
観
測
隊
に
質
問
し
な
が
ら
学

習
。
三
浦
慶
太
さ
ん（
２
年
）は「
休
み
な
く
観

測
を
続
け
て
い
る
の
は
す
ご
い
こ
と
。
チ
ャ

ン
ス
が
あ
れ
ば
南
極
に
行
っ
て
み
た
い
」と
南

極
観
測
隊
の
仕
事
や
南
極
で
の
生
活
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

○
一
方
井
中
で
南
極
中
継
授
業

○
一
方
井
中
で
南
極
中
継
授
業

南

南極観測隊との中継に手を振って応える一方井中の生徒たち

▼2017.06.28

極
の
環
境
と
生
活
学
ぶ

雨
被
災
地
へ
募
金
活
動

国体会場使い、はつらつプレー
○第１回町グラウンドゴルフ交流大会

　第１回町グラウンドゴルフ交流大会は７月６日、町総
合グラウンドで開催されました。当日は、近隣市町から
126人が参加してグラウンドゴルフを通じて互いの交流
を深めました。第71回国民体育大会ホッケー競技の会場
として人工芝に整備されたグラウンドを有効に活用しよ
うと初めて開催されたこの大会。参加者は鮮やかな人工
芝の感触を確かめながら競技を楽しみました。

▼2017.07.06 晴
れ
渡
る
夏
空
の
下
、伸
び
伸
び
と
プ
レ
ー

し
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
を
実
感
す
る
参
加
者

　キッズサッカーフェスティバル2017は７月９日、町総
合グラウンドで行われ、10歳以下の子どもたちが楽しみ
ながらサッカーに親しみました。このイベントは、2002
年に日本と韓国が共同開催したサッカーワールドカップ
の記念事業の一環として行われ、幼児から小学４年まで
の子どもたちが参加して試合形式でプレー。フェアプ
レーや素晴しいプレーをたたえるグリーンカードが審判
から提示されると、伸び伸びとボールを追いかける参加
者の笑顔がはじけました。

狙
い
を
定
め
た
シ
ョ
ッ
ト
で
競
技
を
楽
し
む
選
手
ら

楽しく、サッカーに親しむ
○キッズサッカーフェスティバル ▼2017.07.09

ス
ピ
ー
ド
あ
る
ド
リ
ブ
ル
で
相
手
陣
内
に
切
り
込

み
、攻
め
る
沼
宮
内
中
の
Ｆ
Ｗ
沢
口
莉
奈
さ
ん
㊧

子は川口、女子は沼宮内に栄冠
○県中総体ホッケー競技  ▼2017.07.15

　県中学校総合体育大会ホッケー競技は７月15日、町
ホッケー場で行われ、東北大会への切符を懸けた熱戦が
繰り広げられました。男子は川口中が２年連続、女子は
沼宮内中が４年ぶりの優勝。優勝校とともに男子は沼宮
内中、女子は一方井中が８月４日から町ホッケー場で行
われる東北大会の出場権を獲得しました。
【大会結果】　▽男子　①川口中　②沼宮内中　③一方井
中　▽女子　①沼宮内中　②一方井中　③川口中

男 チ
ー
ム
が
一
体
と
な
っ
て
各
種
競
技
に
取
り

組
み
、親
睦
を
深
め
合
う
参
加
者
の
皆
さ
ん

　町老人クラブスポーツ大会は７月４日、森のアリーナ
で行われ、４つの団体競技を通じて健康と生きがいづく
りをしながら親睦を深めました。町内の老人クラブ会員
を地区ごとに５チームに分けて競技を実施。玉入れや
ゲートボールを使ったリレー競技などを通じて、参加者
はスポーツを笑顔で楽しみました。大会の結果は次のと
おりです。
【大会結果】
①沼宮内地区　②川口地区　③御堂・久保地区

スポーツ通じて健康と生きがいを
○老人クラブスポーツ大会  ▼2017.07.04
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まちの文芸
町立図書館
62-2877

俳
句

川
柳

短
歌

No.65

町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が

毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。今
月
の
ガ
イ
ド
は
、

千
葉
利
夫
さ
ん（
78
歳
）＝
草
桁
＝
で
す
。

「
英
霊
碑
」と「
特
攻
隊
」

町立図書館
62-2877

【8月の休館日】　毎週月曜日、25日㈮。

新着図書
ジャンル 書　　　名 著　　者

一般向け 小 説 深海の寓話 森村　誠一
風と共にゆとりぬ 朝井　リョウ

実 用 書 肺炎がいやなら、のどを鍛えなさい 西山　耕一郎

児童向け 絵 本 へんしんテスト あきやまただし
とけいの３をとりもどせ うえだしげこ

読 み 物 こうちゃんとぼく くすのきしげのり

図書館の行事　

【開館時間】　９:00～ 18:00

◇おはなし会◇
【日時】　８月27日㈰　午前11時～
【対象】　小学校就学前の親子
読み聞かせボランティア「おはなし
☆きらきら☆」のおはなし会です 　

8 月９日㈬、10 日㈭、第４回図書館まつりを
開催。絵本作家・塚本やすしさんによる読み
聞かせなどを行います。ぜひ、来場ください。

◇チビッコ映画会◇
【日時】　８月３日㈭　午後2時～
　　　　※幼児、小学生向け
　　　　24日㈭　午後3時30分～
　　　　※高学年向け
【対象】　幼児、小学生

席
題「 

皺し
わ 

」　　

久
慈　

正
和　

選

旅
先
の
寝
む
れ
ぬ
宿
に
寝
返
れ
ば
チ
ョ
ッ
ト
来

い
チ
ョ
ッ
ト
来
い
と
小こ
じ
ゅ
け
い

綬
鶏
の
鳴
く 

高

橋　

糸

台
風
の
爪
痕
深
く
岩
泉
な
ほ
工
事
中
の
立
札
多

し 

愛
木
タ
エ
子

聞
き
を
り
し
幻
の
花
六
甲
に
群
れ
て
咲
け
る
日

本
た
ん
ぽ
ぽ 

志
田　

悦
朗

峡
奥
に
梅
雨
の
気
配
の
忍
び
き
て
山
稜
の
緑
い

よ
よ
濃
か
り
し 

山
口　

國
男

信
直
が
幼
少
期
過
ご
し
し
一
方
井
輪
台
城
よ
り

人
里
見
し
か 

橋
本　

チ
ヨ

お
ね
だ
り
の
犬
の
散
歩
や
梅
雨
晴
間 

　

伊
藤　

正
信

雲
を
よ
み
畦
を
枕
の
三
尺
寝 

　

遠
藤　

金
作

野
菜
選
る
夏
山
風
を
引
き
入
れ
て 

　

遠
藤　

初
枝

除
草
機
を
押
す
人
押
し
て
風
渡
る 

　

昆
野　

功
夫

み
仏
の
信
濃
の
奥
の
は
す
の
花 

　

志
田　

悦
朗

部
屋
毎
に
お
い
て
寛
ぐ
団
扇
か
な 

　

柴
田　

ヒ
ノ

百
姓
の
百
の
労
苦
に
汗
流
す 

　

向
井　

梅
子

踏
ん
ば
つ
て
蜥
蜴
と
大
地
共
有
す 

　

山
口　

國
男

農
作
業
進
み
郭
公
よ
く
鳴
け
り 

　

高
橋　

麗
子

㊧明円寺境内に川口遺族会が建立した「英霊碑」
㊨特攻隊の２人のほか、多数の戦死者の名が刻まれる裏面

　

８
月
15
日
は
終
戦
記
念
日
で
す
。
岩
手

町
出
身
の
特
攻
隊
員
２
人
の
名
前
が
、明

円
寺
の
英
霊
碑
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

海
軍
少
尉
・
浦
田
末
次
郎（
享
年
20
歳
）

＝
二
ツ
森
＝
は
、川
口
国
民
学
校
高
等
科

卒
業
後
、海
軍
少
年
航
空
兵
に
志
願
。
海

軍
航
空
特
攻
隊
員
に
な
り
ま
す
。
神
風
特

別
攻
撃
隊
当
初
の
隊
で「
誠
忠
隊
」を
編
成

し
、昭
和
19
年
10
月
27
日
、爆
撃
機
に
爆
弾

25
㌔
×
４
本
を
抱
え
、レ
イ
テ
湾（
フ
ィ
リ

ピ
ン
）の
敵
艦
船
に
突
入
し
ま
し
た
。

　

海
軍
少
尉
・
竹
田
廣ひ

ろ
き
ち吉（
享
年
19
歳
）＝

橋
場
＝
は
、海
軍
入
営
後
、途
中
で
試
験
を

受
け
予
科
練
に
な
り
ま
す
。
沖
縄
方
面
の

最
終
菊
水
十
号
の
第
十
神
風
桜
花
特
別
攻

撃
隊
で
昭
和
20
年
６
月
22
日
、爆
戦
機
で

鹿
屋
基
地
を
発
進
し
、沖
縄
周
辺
の
敵
艦

船
に
突
入
し
ま
し
た
。
合
掌
―
。

〈
佳
作
〉

髭
と
皺
立
派
な
勲
章
色
男 

　
　

柴
田　

満
子

鏡
見
て
笑
い
し
わ
だ
と
諦
め
る 

　
　

四
日
市
俊
悦

古
里
の
風
に
心
の
し
わ
が
伸
び 

　
　

馬
渕　
　

草

女
房
に
増
え
た
皺
の
数
告
げ
ら
れ
る 　
　

土
橋
は
つ
お

だ
ま
っ
て
て
も
職
業
語
る
手
の
し
わ
だ 　
　

佐
藤　

小
草

〈
秀
逸
〉

人
類
の
進
化
う
な
が
す
脳
の
皺 

　

白
馬
峰
三
乙
二

刻
ま
れ
た
皺
に
人
生
見
え
隠
れ 

　
　

山
口　

國
男

皺
も
な
い
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
は
恐
ろ
し
い 　
　

鍋
倉
る
み
子

〈
自
句
〉

生
き
ざ
ま
を
物
語
っ
て
い
る
し
わ
の
数 　
　

自　
　
　

句

問い合わせとご相談は役場健康福祉課　健康推進係　 62-2111［内線513、516、517へ］ 健康・福祉情報

④
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌

　

人
や
動
物
の
皮
膚
や
鼻
、の
ど
の
粘

膜
な
ど
自
然
界
に
広
く
存
在
し
、お
に

ぎ
り
や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
、直
接
手

指
を
使
う
料
理
で
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

熱
、酸
、塩
分
に
も
強
い
た
め
、細
菌

を
食
品
に
付
け
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。
調
理
前
に
し
っ
か
り
手
指
消
毒

を
行
い
、お
に
ぎ
り
な
ど
の
調
理
時
は

ラ
ッ
プ
を
使
い
、手
指
が
直
接
食
材
に

触
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
Ｏ
１
５
７

　

牛
や
羊
な
ど
の
腸
管
に
生
息
し
、糞

便
を
介
し
て
食
肉
を
汚
染
し
ま
す
。

毒
素
が
非
常
に
強
く
、重
症
に
な
る
と

死
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

熱
に
弱
く
、中
心
部
75
度
１
分
以
上

の
加
熱
で
殺
菌
で
き
る
の
で
、肉
を
十

分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
肉
を
切
っ

た
ま
な
板
や
菜
箸
な
ど
か
ら
生
野
菜

へ
二
次
感
染
し
て
発
症
す
る
ケ
ー
ス

も
多
い
の
で
、野
菜
か
ら
調
理
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、ハ
エ
が
保
菌
し
て
い
る

場
合
も
あ
る
の
で
、食
品
に
ハ
エ
が
付

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
な
か
が
痛
く
な
っ
た
り
、下
痢

を
し
た
り
、気
持
ち
が
悪
く
な
っ
た

ら
、自
己
診
断
せ
ず
に
す
ぐ
に
医
師

の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
乳
幼
児

や
高
齢
者
は
病
原
菌
に
対
す
る
抵
抗

力
が
弱
い
た
め
、食
中
毒
が
起
こ
る

と
重
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

梅
雨
か
ら
夏
場
の
蒸
し
暑
い
こ
の

季
節
は
、菌
の
増
殖
に
必
要
な「
温

度
」と「
水
分
」が
そ
ろ
う
た
め
、細
菌

に
と
っ
て
は
楽
園
の
よ
う
な
環
境
に

な
り
、細
菌
が
原
因
の
食
中
毒
が
増

加
し
ま
す
。

　

特
に
気
を
付
け
た
い
食
中
毒
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
菌

　

近
年
最
も
多
い
食
中
毒
で
す
。
牛
、

豚
、鶏
な
ど
家
畜
が
広
く
菌
を
持
っ
て

い
ま
す
が
、主
な
原
因
に
な
る
の
は
鶏

肉
で
す
。
ご
く
少
量
の
菌
数
で
も
発

症
し
、発
熱
や
脱
力
、激
し
い
下
痢
な

ど
が
続
き
ま
す
。
ま
れ
に
ギ
ラ
ン
・

バ
レ
ー
症
候
群
と
い
う
神
経
症
状
か

ら
手
足
の
麻
痺
や
歩
行
困
難
な
ど
の

後
遺
症
が
残
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
菌
は
熱
に
弱
く
、中
心
部
の

温
度
が
75
度
１
分
以
上
の
加
熱
で
死

滅
す
る
の
で
、中
心
ま
で
火
を
通
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌

　

海
水
に
生
息
す
る
菌
で
、魚
介
類

を
介
し
て
人
に
感
染
し
ま
す
。
４
度

以
下
で
増
殖
が
止
ま
る
の
で
、購
入

後
は
速
や
か
に
チ
ル
ド
室（
０
〜
４

度
）に
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

　

熱
に
弱
く
、中
心
部
65
度
１
分
以
上

の
加
熱
で
死
滅
し
ま
す
。
ま
た
、塩
分

に
強
い
反
面
、真
水
に
弱
く
、水
道
水

で
洗
う
こ
と
で
菌
数
を
大
幅
に
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
尾
魚
や
貝
、

た
こ
、イ
カ
な
ど
を
調
理
す
る
際
は
真

水
で
し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ
う
。

③
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌

　

人
や
家
畜
、ペ
ッ
ト
の
腸
内
細
菌

の
一
種
で
広
く
存
在
し
、主
に
鶏
卵
、

牛
や
豚
な
ど
の
食
肉
が
食
中
毒
の
原

因
食
品
と
な
り
ま
す
。
中
で
も
最
も

多
い
の
が
生
卵
か
ら
の
感
染
で
す
。

　

予
防
の
た
め
、卵
の
生
食
は
新
鮮

な
時
だ
け
と
し
、抵
抗
力
の
弱
い
乳

幼
児
や
高
齢
者
は
、生
食
を
避
け
ま

し
ょ
う
。
10
度
以
下
で
増
殖
が
お
さ

ま
る
た
め
、購
入
後
は
す
ぐ
に
冷
蔵

庫
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

夏
は
細
菌
の
楽
園
⁉

細
菌
が
原
因
の
食
中
毒

こ
の
時
期
に
増
加
す
る

　
　
　
　
食
中
毒

今月は山本めぐみ栄養士今月は山本めぐみ栄養士
からのお便りですからのお便りです

自
己
診
断
せ
ず
診
察
を

　現在、児童扶養手当や特別児童扶養手当を受けて
いる人は、毎年８月に現況届などの提出が必要です。
　この届け出は、引き続き手当を受けられるかを審
査するもので、提出がない場合は、手当の支給が差
し止めになります。また、提出が遅れると支給が遅
れることもありますので、該当する人は忘れずに手
続きをしてください。対象者には、直接通知します。
【受付期間】　○児童扶養手当　８月 31 日㈭まで
○特別児童扶養手当　８月 14 日㈪から９月 11 日㈪
まで。いずれも平日の午前８時 30 分から午後５時
15 分まで

　 役場町民課　子育て支援係
 62-2111内線504、505

【受付場所】　役場町民課子育て支援係（１階②番窓口）
【受付時間延長日】　８月 21 日㈪と 28 日㈪は、午後
７時まで受け付けます
【手続きに必要なもの】
○児童扶養手当　①印鑑②手当証書③養育費等に関
する申告書④勤務先の住所と電話番号が分かるもの
○特別児童扶養手当　①印鑑②手当証書③勤務先の
住所と電話番号が分かるもの④身体障害者手帳・療
育手帳
※その他、状況に応じて書類を提出していただく
ことがあります

児童扶養手当の申請手続きを忘れずに！
午後７時までの時間延長受付日は８月21日㈪と28日㈪

知
っ
て
防
ご
う
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  問い合わせ先問い合わせ先
 申し込み先 申し込み先

情報情報
インデックスインデックス

岩手町役場 岩手町役場  62-2111 62-2111

【
応
募
方
法
】　

岩
手
県
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
特
設
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.pref.iw

ate.
jp/kouchoukouhou/54345/
index.htm

l

）か
ら
応
募
用
紙
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
上
、必
要
事
項

を
明
記
し
、動
画
を
収
め
た
光
学

メ
デ
ィ
ア（
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
ま
た
は
Ｄ

Ｖ
Ｄ
‐
Ｒ
）と
併
せ
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い

【
募
集
締
切
】　

８
月
25
日（
金
）

【
動
画
の
制
作
条
件
】　

▽
作
品
時

間
は
15
秒
以
上
５
分
以
内　

▽
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、実
写
は
問
い
ま
せ

ん　

▽
個
人
、企
業
、団
体
な
ど
を

中
傷
し
な
い
こ
と
、ま
た
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
侵
害
し
な
い
こ
と　

▽
差

別
、わ
い
せ
つ
用
語
や
暴
力
的
表
現

が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と　

▽
政

治
活
動
や
宗
教
活
動
に
該
当
す
る

内
容
や
表
現
が
含
ま
れ
て
い
な
い

こ
と　

▽
企
業
名
や
特
定
の
商
品

な
ど
広
告
宣
伝
に
つ
な
が
る
よ
う

な
内
容
や
表
現
が
含
ま
れ
て
い
な

い
こ
と

【
表
彰
】　

最
優
秀
賞（
１
本
）に
は

賞
金
20
万
円
、優
秀
賞（
２
本
）に

は
賞
金
10
万
円
、優
良
賞（
５
本
）

を
贈
り
ま
す

　

県
秘
書
広
報
室
広
聴
広
報

課（
〒
０
２
０
‐
８
５
７
０　

盛

岡
市
内
丸
10
‐
１
）　

０
１
９
‐

６
２
９
‐
５
２
８
３

平
成
30
年
度
採
用
消
防
職

■
盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合

　

盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合
は
、

平
成
30
年
度
に
採
用
す
る
盛
岡
地

区
広
域
消
防
組
合
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

【
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数
】　

消

防
職
14
人
程
度

【
勤
務
地
】　

盛
岡
市
、八
幡
平
市
、

滝
沢
市
、雫
石
町
、葛
巻
町
、岩
手

町
、紫
波
町
、矢
巾
町
の
消
防
署
、

消
防
分
署
、消
防
出
張
所

【
受
験
資
格
】　

▽
高
校
卒
業（
来

春
卒
業
見
込
み
を
含
む
）以
上　

▽
高
校
卒
は
平
成
６
年
４
月
２
日

〜
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

人
。
大
学
ま
た
は
短
大
卒
は
平
成

４
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人

【
申
込
期
間
】　

８
月
21
日（
月
）

〜
９
月
13
日（
水
）

【
一
次
試
験
日
】　

10
月
15
日（
日
）

【
申
込
方
法
】　

消
防
署
な
ど
で
配

布
す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、組
合
事
務
局
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
で
の
申
込
用
紙

の
受
け
取
り
・
提
出
も
可
能
で
す

【
そ
の
他
】　

土
曜
日
及
び
日
曜
日

は
閉
庁
と
な
り
ま
す
の
で
、受
付

し
ま
せ
ん

　

盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合

事
務
局（
〒
０
２
０
‐
０
０
４
５

　

盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
１
‐
27

‐
55
）　

０
１
９
‐
６
２
６
‐

７
４
０
５

計
量
・
計
測
の
Ｐ
Ｒ
標
語

■
計
量
計
測
技
術
セ
ン
タ
ー

　

計
量
計
測
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、

11
月
の
第
35
回「
け
い
り
ょ
う
」強

調
月
間
に
合
わ
せ
て
、計
量
に
関

す
る
知
識
の
普
及
・
啓
発
を
図
る

た
め
の
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
締
切
】　

９
月
20
日（
水
）

【
応
募
要
領
】　

▽
作
品
は
未
発
表

の
も
の
で
計
量
・
計
測
、環
境
保

全
に
関
す
る
も
の　

▽
応
募
資
格

は
岩
手
県
在
住
で
あ
る
こ
と
以
外

は
問
い
ま
せ
ん　

▽
応
募
は
、は

が
き
、封
書
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
何
点
併
記
し
て
も
構
い

ま
せ
ん　

▽
応
募
作
品
に
は
①
住

所　

②
氏
名　

③
年
齢　

④
職
業

　

⑤
電
話
番
号
を
必
ず
明
記
し
て

く
だ
さ
い　

▽
応
募
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
。
作
品
の
著
作
権
は
計

量
計
測
技
術
セ
ン
タ
ー
に
帰
属
し

ま
す・

　
（
一
社
）
計
量
計
測

技
術
セ
ン
タ
ー
（
〒
０
２
０

‐
０
８
４
６　

盛
岡
市
流
通
セ

ン
タ
ー
北
１
‐
８
‐
10
）　

０
１
９
‐
６
３
９
‐
０
９
０
９

　

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
９
‐
６
３
９
‐

０
９
１
０　

○
電
子
メ
ー
ル　

info@
kryo.jp

岩
手
を
題
材
に
し
た
動
画

■
い
わ
て
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
７

　

県
秘
書
広
報
室
広
聴
広
報
課

は
、岩
手
の
人
、も
の
、自
然
、風

土
、歴
史
、食
な
ど
を
題
材
に
岩
手

の
魅
力
を
発
信
す
る
動
画
を
対
象

に
し
た「
い
わ
て
動
画
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
１
７
」の
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

【
募
集
す
る
動
画
】　

岩
手
の
魅
力

を
発
信
す
る
た
め
の
動
画（
人
、も

の
、自
然
、風
土
、歴
史
、食
、活
動
、

取
り
組
み
、文
化
な
ど
）

【
応
募
条
件
】　

①
応
募
資
格　

県

内
に
住
民
票
を
有
す
る
人
ま
た
は

県
出
身
者
の
個
人
や
当
該
個
人
が

１
人
以
上
在
籍
す
る
団
体（
プ
ロ
、

ア
マ
問
い
ま
せ
ん
）　

②
応
募
作

品
数　

１
人（
１
団
体
）に
つ
き
１

作
品

行
わ
れ
ま
す

手
づ
く
り
村
の
夏
ま
つ
り

■
盛
岡
広
域
・
盛
岡
手
づ
く
り
村

　

盛
岡
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
は
、「
盛
岡
広
域
・

盛
岡
手
づ
く
り
村
夏
ま
つ
り

２
０
１
７
」を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】　

８
月
13
日（
日
）
〜
15

日（
火
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
会
場
】　

盛
岡
手
づ
く
り
村（
盛

岡
市
繋
字
尾
入
野
64
‐
１
０
２
）

【
内
容
】　

▽
盛
岡
広
域
市
町
か

ら
出
展
の
た
ら
ふ
く
屋
台
市　

▽
夏
ま
つ
り
限
定
の
工
芸
品
販

売
や
手
づ
く
り
体
験

　
（
公
財
）盛
岡
地
域
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

０
１
９
‐

６
８
９
‐
２
２
０
１

乳
製
品
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

■
県
牛
乳
普
及
協
会

　

県
牛
乳
普
及
協
会
は
、
日
常
の

食
生
活
の
中
に
牛
乳
・
乳
製
品
を

よ
り
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
と
、

牛
乳
・
乳
製
品
の
知
識
の
普
及
と

消
費
拡
大
を
図
る
た
め
牛
乳
・
乳

製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
を
実

施
し
ま
す
。

【
対
象
者
】　

高
校
生
お
よ
び
一
般

消
費
者
（
料
理
を
職
と
し
て
い
る

募
集
し
ま
す

　

岩
手
労
働
局
雇
用
環
境
・

均
等
室　

０
１
９
‐
６
０
４
‐

３
０
１
０

花
火
や
迎
え
火
に
注
意
を

■
盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分
署

　

夏
休
み
や
お
盆
の
季
節
は
、花

火
や
迎
え
火
な
ど
で
火
を
使
う
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
火
災
防
止
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
▽「
火
遊
び
は
し
な

い
。
見
か
け
た
ら
注
意
す
る
」を

子
ど
も
に
教
え
ま
し
ょ
う　

▽
花

火
を
す
る
と
き
は
水
を
入
れ
た
バ

ケ
ツ
を
準
備
し
、大
人
が
付
き
添

い
ま
し
ょ
う　

▽
迎
え
火
や
送
り

火
、仏
壇
の
ろ
う
そ
く
に
火
を
つ

け
て
い
る
と
き
は
そ
の
場
を
離
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分

署　

62
‐
６
１
１
９

就
業
構
造
調
査
へ
協
力
を

■
総
務
省
統
計
局

　

就
業
構
造
基
本
調
査
は
、総
務

省
が
県
や
市
町
村
を
通
じ
て
行
う

調
査
で
す
。
８
月
下
旬
か
ら
調
査

員
証
を
携
行
し
た
調
査
員
が
対
象

地
域
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、調
査

へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

役
場
企
画
商
工
課
企
画
広

報
係　

62
‐
２
１
１
１（
内
線

２
１
６
）

学
校
名
）　

③
料
理
名　

④
材
料

と
分
量（
４
人
分
）　

⑤
材
料
費

（
２
，４
０
０
円
以
内
）　

⑥
作
り

方（
所
要
時
間
１
時
間
以
内
）を

明
記
の
上
、作
品
の
写
真
ま
た
は

イ
ラ
ス
ト
を
添
付
し
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い

【
応
募
締
切
】　

８
月
31
日（
木
）

当
日
消
印
有
効

・
　

県
牛
乳
普
及
協
会

（
〒
０
２
０
‐
０
０
２
４　

盛

岡
市
菜
園
１
‐
４
‐
10　

第
２

産
業
会
館
４
階
）　

０
１
９
‐

６
５
３
‐
３
７
９
５

そ
の
他

有
給
休
暇
の
取
得
促
進
を

■
岩
手
労
働
局

　

年
次
有
給
休
暇
を
取
得
す
る

こ
と
は
、
心
身
の
疲
労
回
復
な

ど
の
た
め
に
必
要
で
す
。
年
次

有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
環

境
は
、
仕
事
に
対
す
る
意
識
や

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
仕

事
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
企

業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
や
優
秀
な

人
材
の
確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。

企
業
と
労
働
者
が
協
力
し
て
、

年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

人
は
除
く
）

【
作
品
募
集
内
容
】　

牛
乳
、バ

タ
ー
、生
ク
リ
ー
ム
、ス
キ
ム
ミ

ル
ク
、ヨ
ー
グ
ル
ト
、チ
ー
ズ
、ク

リ
ー
ム
チ
ー
ズ
の
い
ず
れ
か
、ま

た
は
こ
れ
ら
２
〜
７
品
を
使
用
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
料
理
・
菓
子
・

デ
ザ
ー
ト

【
牛
乳
・
乳
製
品
の
使
用
基
準
量

（
４
人
分
あ
た
り
）】　

▽
単
品
使

用
の
場
合
、次
の
分
量
を
超
え
て

い
る
こ
と　

○
牛
乳
４
０
０
㍉
㍑

　

○
バ
タ
ー
40
㌘　

○
生
ク
リ
ー

ム
１
２
０
㍉
㍑　

○
ス
キ
ム
ミ
ル

ク
40
㌘　

○
ヨ
ー
グ
ル
ト
２
０
０

㌘　

○
チ
ー
ズ
40
㌘　

○
ク
リ
ー

ム
チ
ー
ズ
60
㌘　

▽
２
〜
７
品
使

用
の
場
合
、次
の
分
量
を
超
え
て

い
る
こ
と　

○
２
品
使
用
は
単
品

の
２
分
の
１
以
上　

○
３
品
使
用

は
単
品
の
３
分
の
１
以
上　

○
４

品
使
用
は
単
品
の
４
分
の
１
以
上

　

○
５
品
使
用
は
単
品
の
５
分
の

１
以
上　

○
６
品
使
用
は
単
品
の

６
分
の
１
以
上　

○
７
品
使
用
は

単
品
の
７
分
の
１
以
上

【
調
理
時
間
】　

下
ご
し
ら
え
、冷

却
な
ど
も
含
め
て
１
時
間
以
内

【
応
募
方
法
】　

応
募
用
紙
、原
稿

用
紙
ま
た
は
便
せ
ん
に
①
郵
便

番
号
、住
所
、電
話
番
号　

②
氏

名（
ふ
り
が
な
）、性
別
、年
齢（
高

校
生
は
学
年
）、職
業（
高
校
生
は

【プロフィル】　たかはし・みづき（21）＝八幡平市＝
盛岡商高を平成27年3月に卒業後、同年４月に新岩手農業協同組合に
就職。岩手支所金融課に勤務。血液型Ｂ型、しし座

高橋 美月さん

　新岩手農業協同組合岩手支所の金融窓口で笑顔を見せる美月さん。職
場では「お客さんを待たせないように心掛けています」と仕事への意
識を高めながら業務をこなしています。「お客さんに喜んでもらえる
ことにやりがいを感じています」とほほ笑む美月さん。職場に後輩が
入ってきたことで責任感が生まれたと話します。本コーナーの取材
日に、21歳の誕生日を迎えた美月さんの理想の男性像は「穏やかで優
しい人」。休みの日にはお気に入りのゲームを楽しむことが多いとい
う美月さんは、ジャニーズの「Hey!Say!JUMP」のファン。「いつかコン
サートに行ってみたい」と笑顔で話します。

喜んでもらえることがやりがい

散歩

ヤ
ン
グ
YOUNG
No.333
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医療

◆ 町税などの納付期限 ◆
町県民税（第２期）
国民健康保険税（第 2期）
後期高齢者医療保険料（第2期）

8月 31日㈭
口座振替日：8月 25日㈮

診療科 診療日 受付時間

内　科 月～金曜日 08:30 ～11:30

外　科 月～金曜日 08:30 ～11:30
応援診療科（8月）
脳神経外科
※要予約 8 日 8:30 ～

11:00
循環器（内科）
※要予約 21、28 日 13:00 ～

15:30
小児科 25 日 13:00 ～

16:00
皮膚科 8、22、29日13:00 ～15:30
整形外科 18 日 8:30 ～

11:30

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

８月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や町ホームページなどで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

月

月

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

3（日）佐藤整形外科クリニック

10（日）沼宮内地域診療センター

17（日）佐々木医院

9月

休日当番医【受付時間】
　9:00～17:00

日（曜） 当番医
6（日）さわやかクリニック

11（金）岩手沼宮内クリニック

13（日）佐藤整形外科クリニック

20（日）佐渡医院

27（日）北上脳神経外科クリニック

8

9

医療町民カレンダー

岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐藤整形外科クリニック

佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
沼宮内地域診療センター

当番医実施医療機関の電話番号

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

61-2025

61-3636
62-2234

68-7240
62-3211
62-2043
62-1155

62-2511

▼

こども救急相談電話

診療時間外の受診

日 お名前 保護者 行政区

11 　佐藤　白
は る

琉 大 樹 上愛宕下

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区

31 雛鶴　ミツ （89）本 人 上 浮 島

１ 引木　スヱ （77）本 人 下愛宕下

２ 柴田　秀樹 （76）ノ ブ 上野口町

７ 久保　敏雄 （65）友 江 上五日市

8 山口　タカ （92）德次郎 新愛宕下

13 佐藤　スミ （80） 久 大 渡

19 宮森　リウ （97）光 敏 境 田

19 橘　正一 （53）瑞 穂 民 部 田

23 澤口　トヨ （93）富 男 朽 木 林

23 遠藤　幸一 （74）タ イ 黒 石

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃8000　※ダイヤル回線電話、
　ＩＰ電話（ひかり電話）、ＰＨＳからは  019-605-9000

■町傾聴ボランティア「おひさま」

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、
日曜日のみ午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9時～午後 4時 30 分）　■役場健康
福祉課 0195-62-2111（内線 513）

６月受け付け分

●生まれたお子さん●１人（１人）

●亡くなられた人● 10 人（17 人）

子どもが急病のときよろこびかなしみ

こころといのちを支えるいわて 一人で悩まず
相談ください

  　　【開催日】  毎月第２、第４月曜日
　　　　　　　　　　　　　　  （祝日の場合翌日）
  　　【時　間】  午後 1時～ 3時
  　　【場　所】  プラザあい１階

「おひさまサロン」
※予約不要です。悩み事
を話してみませんか？

▼６月

▼５月

●お婿さん、お嫁さん● ３組（３組）

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所

２（土）10:00 ～ 県高等学校新人大会　ホッケー競技 町ホッケー場

３（日）14:00 ～ 航空自衛隊北部航空音楽隊演奏会 森のアリーナ

７（木） 9:30 ～ 12:00 離乳食教室（３～４カ月児の家族） 町保健センター

13（水）12:30 ～ 1 歳６カ月児健康診査（平成 27年 12 月
13日～平成 28年 3月 13日生まれ） 町保健センター

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所

3（木） 8:30 ～ 石神の丘美術館杯ゲートボール大会 町総合グラウンド

４（金）
12:15 ～

東北中学生ホッケー選手権大会兼全
日本中学生ホッケー選手権大会東北
ブロック予選会（6日まで）

町ホッケー場

15:00 ～ 17:00 町産業まつり　花き共進会（6日まで。５、６日は 9:00 ～ 17:00）
道の駅「石神の丘」
道路情報休憩多目的室

5（土） 9:00 ～ 17:00 神尾裕展 ～師・吉田清志の作品と共に～（会期 9月 18日まで） 石神の丘美術館

8（火） 9:30 ～ 12:00 離乳食教室（３～４カ月児の家族） 町保健センター

9（水）12:30 ～ ３歳児健康診査（平成 25年 12 月 15 日～
平成 26年 1月３1日生まれ） 町保健センター

14（月）11:00 ～ 20:30 町夏まつり 道の駅「石神の丘」

16（水）10:00 ～ 15:30 盛岡年金事務所出張相談（要予約：盛岡年金事務所 019-623-6211） ゆはず交流館

18（金） 9:00 ～ 12:00 人権・行政相談 町勤労青少年ホーム

19（土）15:00 ～
町芸術文化協会舞台公演事業
「板垣あや子と仲間たち　打楽器親子
コンサート」

森のアリーナ

22（火）

12:20 ～
12:45 ～

9カ月児健康診査（平成28年11月生まれ）
6 カ月児健康診査（平成29年2月生まれ）
1 歳児健康診査（平成28年8月生まれ）
※乳幼児の健診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

13:00 ～ 16:00 悪質商法トラブル・多重債務出前相談会（要予約：役場総務課行政係 62-2111 内線 204） 町総合開発センター

24（木）10:00 ～ 12:00 子育てサロン “すくすく” 町勤労青少年ホーム

26（土）10:00 ～ 13:00 にこにこふれあい交流会 森のアリーナ

　組数、人数の（ ）内は実数です。
　町内に住所がある人で、広報に掲載を希望する人の
み掲載しています。掲載希望の有無は、届け出の際に
役場町民課にお話しください。

▼６月

日 お名前 世帯主 行政区

７ 　遠藤　康平
　山﨑　幸子

一 彦
克 法

下 黒 内
日の神子

30 　 野　祐介
　三浦　千春

三浦千春
本 人

下愛宕下
下愛宕下

30 　佐藤　義昭　似内　ゆきみ
本 人
本 人

橋 場
花 巻 市

▼６月

掲載内容の訂正について
広報いわてまち６月号（№ 696）11 ページ「スマイルベ
イビーズ」に掲載した遠藤琴音ちゃん（上五日市）の記事
に誤りがありました。正しくは次のとおりです。
「遠藤和弘さんの次男」⇒「遠藤和弘さんの次女」
　
広報いわてまち７月号（№ 697）11 ページ「スマイルベ
イビーズ」の記事に誤りがありました。正しくは次のとお
りです。
「庄司ハルノさんのひ孫　庄司輝政くん」⇒「庄子ハルノ
さんのひ孫　庄子輝政くん」

広報いわてまち７月号（№ 697）13 ページ「健康体力つ
くり標語入賞者」の記事に誤りがありました。正しくは次
のとおりです。
「水堀小２年　佐々木暖斗」⇒「久保小５年　佐々木暖斗」
お詫びして訂正いたします。

■当番病院の連絡先
【中　央】　県 立 中 央 病 院　  019-653-1151
【日　赤】　盛 岡 赤 十 字 病 院　  019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院  019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院　  019-662-5656
【川久保】　川 久 保 病 院　  019-635-1305

■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　  019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院（下記予定表のとおり）
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡市
　夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の急
　病の子どもを受け入れます。夜間は午後5時から翌朝９時ま
　でです。※なお、土曜の午後１時（祝日の土曜は午前９時）か
　ら午後５時までは、もりおかこども病院を受診してください

　【受付時間】　土曜は午後１時～５時、夜間は午後５時～翌朝９時
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

日 月 火 水 木 金 土
8/1
川久保

2
医大

3
中央

4
医大

5
こども/中央

6
日赤

7
医大

８
川久保

９
中央

10
中央

11
医大

12
こども/医大

13
中央

14
医大

15
川久保

16
中央

17
医大

18
中央

19
こども/中央

20
医大

21
中央

22
中央

23
医大

24
日赤

25
中央

26
こども/医大

27
中央

28
医大

29
中央　

30
医大

31
医大

9/1
中央

2
こども/中央

3
日赤

4
医大

5
川久保

6
中央

7
医大

8
中央

9
こども/医大
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代表：早坂 嘉幸（43）
　　　＝尾呂部＝

会員 : 15人

いきいきサ ルクーサ ルクー
No.45

　

町
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ゆ
は
ず
Ｆ
Ｃ

は
、中
学
生
の
サ
ッ
カ
ー
技
術
向
上
と
プ
レ
ー
機
会

の
確
保
の
た
め
に「
Ｕ
15
ゆ
は
ず
Ｆ
Ｃ
」を
新
た
に

設
立
。
町
内
や
八
幡
平
市
、葛
巻
町
か
ら
中
学
生
が

参
加
し
、15
人
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

普
段
は
学
校
の
部
活
動
を
優
先
し
て
い
る
こ
の

チ
ー
ム
に
は
、サ
ッ
カ
ー
部
が
な
い
町
内
外
の
中
学

生
も
加
入
。
サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
な
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
り
、週
に
数
回
の
練
習
を
こ
な
し
な
が
ら
フ
ッ

ト
サ
ル
の
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
技

術
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、小
学
生
時
代
か
ら
ゆ
は
ず
Ｆ
Ｃ
で

共
に
活
動
し
て
き
た
チ
ー
ム
メ
イ
ト
。
沼
宮
内
中

の
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
な
が
ら
加
入
し
て
い
る

キ
ャ
プ
テ
ン
の
早
坂
大
洋
さ
ん（
２
年
）は「
普
段
か

ら
学
校
や
練
習
で
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
メ
ン
バ
ー

な
の
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
や
す
い
。

技
術
を
磨
い
て
、大
会
で
優
勝
し
た
い
」と
意
気
込

み
ま
す
。
一
人
一
人
が
笑
顔
で
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
、全
力
で
プ
レ
ー
す
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
す
。

中
学
生
に
プ
レ
ー
環
境
を

Ｕ
15
ゆ
は
ず
Ｆ
Ｃ
が
始
動

「いきいきサークル」では、町内で活動するスポーツ、文化、ボランティアなどのサークルや
さまざまな団体を紹介します。　　  役場企画商工課企画広報係 62 － 2111 内線 215 へ

■
 編
集
／
岩
手
町
企
画
商
工
課

　
〒
028-4395 岩

手
県
岩
手
郡
岩
手
町
五
日
市
10-44

　
 0195-62-2111　

FA
X0195-62-3104

■
 町
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
確
認
　
 0195-62-5367 （

自
動
応
答
電
話
）

■
 町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.tow

n.iw
ate.iw

ate.jp
■
 町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
　
@
iw
atem

achi_koho
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］
８
月
１
日
発
行
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H29.6.30現在　（ ）内は前月比
【人口】　男　6,817人（ 2）
　　　　女　7,088人（△11）
　　　　計 13,905人（△ 9）
【世帯】　　5,444世帯（ 0）
【出生】 1人　【死亡】 17人
【転入】25人　【転出】 19人
【外国人住民】153人

 人口の動き

Iwate-machi  Monthly  Public  Relations  Paper

サッカーの技術向上を目指して練習を重ねる中学生サッカーチーム・Ｕ15ゆはずＦＣのメンバー

　

町
の
皆
さ
ん
、広
報
い
わ

て
ま
ち
い
か
が
で
し
た
か
。

わ
が
町
の
土
産
と
し
て
新
し

い
商
品
が
販
売
開
始
。
特
産

の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
Ｐ
Ｒ
し

つ
つ
、新
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
は「
恋
」の
文
字
が
。
そ

う
、恋
人
の
聖
地
の
Ｐ
Ｒ
も

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
商
品
名
に
交

じ
え
て
い
る
の
で
す
。
し
か

も
、ハ
ー
ト
マ
ー
ク
を
惜
し

げ
も
な
く
あ
し
ら
っ
た
外
見

や
酸
っ
ぱ
さ
の
中
に
あ
る
甘

み
は
、ま
さ
に
恋
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

い
い
土
産
は
味
と
見
た
目
と

さ
り
げ
な
い「
ユ
ー
モ
ア
」が

や
は
り
欠
か
せ
ま
せ
ん
ね
。

（
遠
藤
康
平
）

編編
集
後
記

集
後
記

美
術
館
へ
行
こ
う

開館時間：午前９時～午後５時
休 館 日：月曜日
※８月14日(月)、９月18日（月・祝）は開館
観 覧 料：【町民割引】一　　般　400円
　　　　　　　　　　 大・高生　240円
※受付に運転免許証、保険証などを提示ください
  石神の丘美術館  62－1453

８月５日（土）
～９月18日（月・祝）

神
尾 

裕 

展

〜
師
・
吉
田
清
の
作
品
と
共
に
〜


